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ク
リ
ス
マ
ス
号 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版 

２
０
１
８
年 

て
、
成
田
空
港
か
ら
テ
ル
ア
ビ
ブ
へ
と
二

０
一
八
年
十
一
月
十
二
日
高
幡
教
会
の
五

名
の
信
者
と
一
緒
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
イ

ス
ラ
エ
ル
で
日
本
人
の
現
地
ガ
イ
ド
に
助

け
ら
れ
、
イ
エ
ス
が
訪
れ
た
土
地
を
訪
問

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

カ
イ
ゼ
リ
ヤ
と
ハ
イ
フ
ァ
市
か
ら
は
じ

め
、
初
日
の
ミ
サ
を
カ
ル
メ
ル
山
で
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
順
番
に
、
テ
ィ
ベ

リ
ア
と
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
あ
た
り
、
カ
ペ
ル

ナ
ウ
ム
と
マ
グ
ダ
ラ
の
街
を
巡
り
ま
し

た
。
北
か
ら
、
イ
エ
ス
が
洗
礼
を
受
け
た

ヨ
ル
ダ
ヌ
川
で
ミ
サ
を
捧
げ
、
エ
リ
コ
へ

下
り
、
ク
ム
ラ
ン
を
通
っ
て
死
海
に
着
き

ま
し
た
。
そ
の
後
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
上
り
、

つ
い
に
「
永
遠
の
都
」
エ
ル
サ
レ
ム
に
到

着
し
ま
し
た
。 

 

エ
ル
サ
レ
ム
で
の
三
日
間
は
と
て
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
エ
ル
サ
レ
ム
を
見

る
と
特
別
な
憧
れ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
イ

エ
ス
が
歩
ん
だ
受
難
の
道
に
一
歩
踏
み
出

し
た
と
き
、
特
別
な
恵
み
で
我
ら
の
信
仰

が
強
め
ら
れ
ま
し
た
。
皆
で
エ
ル
サ
レ
ム

の
都
の
た
め
、
そ
し
て
、
世
界
の
平
和
の

た
め
に
祈
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

巡
礼
の
呼
び
か
け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
聖
ペ
テ
ロ
の
手
紙
か
ら
次
の
節
を
選

び
ま
し
た
。「
あ
な
た
が
た
の
抱
い
て
い
る

希
望
に
つ
い
て
説
明
を
要
求
す
る
人
に

は
、
い
つ
で
も
弁
明
で
き
る
よ
う
に
備
え

て
い
な
さ
い
」。
な
ぜ
な
ら
、
よ
く
考
え
て 

み
る
と
イ
エ
ス
こ
そ
が
私
た
ち
キ
リ
ス
ト

者
の
原
点
だ
か
ら
で
す
。 

 

発  行  所 

カトリック高幡教会 

あゆみ編集委員会 

TEL042(592)2463 

FAX042(592)2464 

主
任
司
祭 

ロ
ー
ル
ド
・ザ
ビ
エ
ル 

 
私
は
母
が
聖
書
か
ら
イ
エ
ス
の
話
を
読

ん
で
く
れ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
イ
エ
ス
が
生
ま
れ
て
神
の
国
に
つ
い

て
述
べ
て
お
ら
れ
た
場
所
に
魅
力
を
感
じ

て
い
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
皆
、
さ
ま
ざ

ま
な
映
画
や
物
語
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

聖
地
を
訪
ね
る
こ
と
な
く
イ
エ
ス
が
御
父

か
ら
受
け
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
て
こ
ら

れ
た
場
所
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
イ
ス
ラ
エ
ル

と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
間
の
戦
争
が
あ
り
、
心

配
事
が
絶
え
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旅
行
会
社
か

ら
十
日
間
の
巡
礼
の
招
待
を
受
け
取
っ

て
、
あ 

希
望
の
弁
明 

 

今日、来られた救い主に賛美！ 
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イ
エ
ス
は
使
徒
ト
マ
ス
に
言
わ
れ
ま
し

た
、「
わ
た
し
を
見
た
か
ら
信
じ
た
の
か
。

見
な
い
の
に
信
じ
る
人
は
、
幸
い
で
あ

る
」。
私
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
昇
天
の
後
の

時
代
に
生
き
て
い
た
人
た
ち
と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
ず
、
見
な
い
の
に
信
じ
て
い
る
の

で
す
。
逆
に
、
多
く
の
人
は
イ
エ
ス
を
見

て
も
、
信
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
体
の
目
で

見
ま
し
た
が
、
神
の
子
を
認
識
す
る
た
め

に
は
他
の
目
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。 

ペ
ト
ロ
の
最
初
の
手
紙
で
は
、
例
え
ば
、

「
あ
な
た
が
た
は
、
キ
リ
ス
ト
を
見
た
こ

と
が
な
い
の
に
愛
し
、
今
見
な
く
て
も
信

じ
て
お
り
、
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い

す
ば
ら
し
い
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
」
と
。
確
か
に
、
私
た
ち
が
今
信
じ
て 

い
る
の
は
見
た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
が
訪
れ
た
場
所
を
自
分
た
ち
の
目
で
見

た
の
で
、
今
は
も
っ
と
信
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
福
音
で
し
ょ
う
。 
 

 

 

帰
国
す
る
た
め
に
十
一
月
二
十
一
日
に

空
港
へ
向
か
う
途
中
、
遠
く
か
ら
エ
マ
オ

の
村
を
見
ま
し
た
。 

二
人
の
弟
子
が
イ
エ

ス
に
パ
ン
を
裂
く
と
き
に
出
会
い
、
彼
ら

の
心
の
中
に
イ
エ
ス
の
存
在
の
温
か
さ
を

感
じ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
イ
エ
ス
の
道

を
見
て
情
熱
と
喜
び
を
抱
い
て
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
旅
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

の
心
に
抱
い
て
い
る
希
望
の
弁
明
を
こ
れ

か
ら
出
会
う
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
伝
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

主
の
ご
降
誕
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

† 

最後の晩餐の後、イエスか歩いた 

オリーブ山への階段 

 

 

 

 

 

山上の説教の教会  

主の変容の教会（タボル山） 
嘆きの壁 

ゲッセマネ園のオリーブの木 

羊飼いの屋の教会 
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私
か
ら
の
信
徒
会
だ
よ
り
は
、
最
後
と
な
り
ま

す
。
一
月
二
十
七
日
の
信
徒
総
会
に
向
け
て
の
資

料
作
り
で
、
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
信

徒
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
十
月
の
あ
ゆ
み
秋
号
以
降

に
つ
い
て
の
活
動
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

●
十
一
月
十
一
日 

七
五
三
と
米
寿
の
お
祝
い 

 

Ａ
さ
ん
（
三
歳
）
、
Ｂ
さ
ん
（
五
歳
）
、
Ｃ
さ
ん
（
五

歳
）
、
Ｄ
さ
ん
（
七
歳
）
、
Ｅ
さ
ん
（
五
歳
）
の
五
名
の

子
供
た
ち
が
七
五
三
の
祝
福
を
受
け
、
そ
し
て
、
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
Ｆ
さ
ん
の
お
祝
い
を
い
た
し
ま
し

た
。 

 

信
徒
会
だ
よ
り 

信
徒
会
委
員
長 

 

 
神父様から七五三の祝福を受ける 

 

●
十
一
月
二
十
五
日 

拡
大
委
員
会 

  

降
誕
祭
の
パ
ー
テ
ィ
ー
や
朗
読
奉
仕
グ
ル
ー

プ
の
役
割
に
つ
い
て
、
議
論
を
し
ま
し
た
。
聖
書

朗
読
に
つ
い
て
、
信
徒
の
皆
さ
ん
が
考
え
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

●
十
二
月
二
日 

黙
想
会
・
ゆ
る
し
の
秘
跡 

  

エ
ミ
リ
オ
・
マ
ル
チ
ネ
ス
神
父
様
（
ド
ミ
ニ
コ

会
）
に
「
イ
エ
ス
の
存
在
の
喜
び
」
を
テ
ー
マ
に

待
降
節
の
講
和
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ゆ
る
し
の

秘
跡
は
、
マ
ル
チ
ネ
ス
神
父
様
、
飯
田
徹
神
父
様

（
サ
レ
ジ
オ
会
）
と
ザ
ビ
エ
ル
神
父
様
か
ら
受
け

ま
し
た
。 

 

●
十
一
月
十
八
日
大
掃
除
そ
の
後
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会 

 

高
幡
教
会
に
九
月
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
、
心
肺
蘇
生
の
た
め
の
胸
骨
圧
迫
を
誘
導
指
導

し
て
く
れ
る
優
れ
た
機
種
で
、
二
十
名
強
の
方
の
参

加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 ●
十
一
月
二
十
三
日 

ザ
ビ
エ
ル
祭 

高
幡
か
ら

も
出
店 

  

今
回
は
、
多
摩
西
宣
教
協
力
体
の
三
教
会
で
、

一
つ
の
出
店
で
は
な
く
、
八
王
子
は
、
焼
き
そ
ば
、

高
幡
は
、
シ
チ
ュ
ー
と
パ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
シ

ス
タ
ー
笠
松
と
信
徒
八
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
快

晴
で
し
た
が
、
少
し
寒
く
、
百
二
十
六
食
完
売
し
、

神
学
校
に
寄
附
出
来
ま
し
た
。 
 

 

 

高幡教会のお店です 

ザビエル祭の最後に神学生全員の挨拶がありました 
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●
十
二
月
二
日
高
幡
教
会
で
姉
妹
教
会
打
合
せ 

  

来
年
二
月
十
七
日
に
高
幡
教
会
で
、
姉
妹
教
会

交
流
会
礼
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
の
第
一

回
の
準
備
会
で
、
当
日
の
式
次
第
の
案
が
永
山
教

会
か
ら
提
出
さ
れ
、
議
論
し
ま
し
た
。 

 

●
報
告
事
項 

○
朗
読
グ
ル
ー
プ 

十
一
月
の
拡
大
委
員
会
で
、
地
区
委
員
の
方
々

の 

 

 
講話中のエミリオ・マルチネス 

神父様 

の
ご
意
見
を
頂
き
、
十
二
月
の
委
員
会
で
、
主
日
の

朗
読
で
、
地
区
で
埋
ま
ら
な
い
分
に
つ
い
て
、
朗
読
グ

ル
ー
プ
で
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
聖
書
朗
読
の

重
要
性
を
改
め
て
意
識
し
、
聖
書
朗
読
勉
強
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
タ
ー
清
水
に
地
区
会
に

出
席
し
て
頂
き
、
朗
読
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て
頂

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
ト
内
の
不
具
合 

六
月
、
九
月
と
二
度
の
保
守
点
検
時
に
Ｅ
Ｖ
ピ
ッ

ト
内
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
た
た
め
、
十
一
月
二
十
一

日
に
臨
時
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
水
は

溜
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
後
、
Ｅ
Ｖ
の
定
期
点
検
で
あ
る
来
年
三
月
、
九

月
の
経
過
を
見
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

○
議
事
録
の
掲
示
板
への
掲
載
に
つ
い
て 

十
一
月
の
信
徒
委
員
会
で
、
信
徒
委
員
会
、
財

務
委
員
会
、
創
立
五
十
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に

つ
い
て
、
十
一
月
分
か
ら
議
事
録
を
掲
示
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
見
て
頂
き
、
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 

 

○
高
幡
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
更
新 

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
じ
め
て
の
方
々
に
も
来
て
頂
く
よ

う
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

左
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://w
w
w
.cctakahata.jp/ 

食
事
の
時
、
今
の
子
供
な
ら
、
先
ず
美
味
し
そ

う
な
も
の
か
ら
食
べ
始
め
る
が
、
私
は
子
供
の
頃
、

一
番
美
味
し
そ
う
な
も
の
は
最
後
ま
で
大
事
に
と
っ

て
お
い
た
。
今
回
の
イ
ス
ラ
エ
ル
巡
礼
は
、
私
が
こ
れ

迄
、
長
～
い
間
大
事
に
と
っ
て
お
い
た
旅
で
あ
る
。 

 

家
内
に
と
っ
て
は
、
叶
え
ら
れ
な
い
か
も
知
れ

な
い
と
思
っ
て
い
た
夢
の
巡
礼
で
あ
っ
た
。 

 

今
回
の
巡
礼
は
、
団
長
で
あ
る
高
幡
教
会
主

任
司
祭
・
ロ
ー
ル
ド
・
ザ
ビ
エ
ル
神
父
様
、
添
乗
員
の

Ｇ
さ
ん(

吉
祥
寺
教
会
所
属)

、
現
地
ガ
イ
ド
の
Ｈ

さ
ん(

エ
ル
サ
レ
ム
在
住
二
十
年)

、
運
転
手
の
Ｉ
さ

ん
、
そ
し
て
同
じ
高
幡
教
会
の
Ｊ
ご
夫
妻
、
Ｋ
さ
ん

と
私
共
夫
婦
の
総
勢
九
名
の
正
に
家
族
旅
行
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

ザ
ビ
エ
ル
神
父
様
は
持
ち
前
の
明
る
い
性
格
に

加
え
、
イ
タ
リ
ア
語
も
含
め
数
か
国
の
言
葉
を
駆

使
さ
れ
、
行
く
先
々
で
誰
と
で
も
す
ぐ
に
親
し
く

な
っ
て
お
ら
れ
た
。
又
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
リ
ー
フ
、
模

様
、
記
号
な
ど
が
描
か
れ
た
り
、
彫
ら
れ
た
り
し

て
い
る
絵
や
建
造
物
に
つ
い
て
聖
書
も
引
用
し
て

詳
し
く
説
明
し
て
頂
い
た
。
卓
球
が
抜
群
に
上
手

で
あ
る
こ
と
も
死
海
・
エ
ン
ボ
ケ
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
で
ご

披
露
頂
い
た
。 

ミ
サ
は
移
動
日
を
除
い
て
毎
日
あ
っ
た
が
、
十

一
月
十
四
日(

水)

、
カ
ナ(

キ
リ
ス
ト
が
結
婚
式
で 

聖
地
イ
ス
ラ
エ
ル
巡
礼 

 

二
０
一
八
年
十
一
月
十
二
～
二
十
一
日 

黙想会の講話の様子 



 

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
巡
礼
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
（我

に
返
っ
た
？
）方
が
い
る
よ
う
で
す
。
私
も
生
ま
れ
変

わ
っ
て
あ
な
た
に
倣
っ
て
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 恵

み
溢
れ
る
感
動
の
巡
礼
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

                          

備
考
：上
述
の
町
以
外
の
主
な
巡
礼
先
は
以
下
の

通
り
で
す
。 

-5- 

第 178 号                            あ  ゆ  み                     2018年 12 月 25 日 

 

 

 

水
を
上
等
の
葡
萄
酒
に
変
え
た
、
最
初
の
奇
跡
を

行
っ
た
所
：
ヨ
ハ
ネ

2
.1

-
1
2
)

の
教
会
で
は
、
サ
プ
ラ

イ
ズ
の
「
結
婚
更
新
」
が
行
わ
れ
、
Ｊ
さ
ん
ご
夫
妻

と
私
共
夫
婦
に
、
カ
ナ
の
教
会
発
行
の
結
婚
更
新

証
明
書
に
ザ
ビ
エ
ル
神
父
様
が
署
名
し
て
下
さ
っ

た
。 更

に
十
一
月
十
六
日(

金)

ヨ
ル
ダ
ン
川
・
カ
サ
ル

エ
ル
イ
エ
フ
ー
ド
で
の
野
外
ミ
サ
で
は
、
五
人
全
員

に
「
洗
礼
更
新
」を
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
水
で
清
め
て
行

っ
て
頂
い
た
。 

 

 

ガリラヤ湖のペトロ首位権教会での野外ミサ 

世
界
最
古
の
町
と
言
わ
れ
て
い
た
、
エ
リ
コ(

善
き

サ
マ
リ
ア
人
の
話
：
ル
カ

10.25-37

、
イ
エ
ス
が
悪
魔

か
ら
誘
惑
を
受
け
た
所
：マ
タ
イ4.1

-11) 

で
、
Ｂ
Ｃ

八
千
六
百
年(

約
一
万
一
千
年
前)

の
城
壁
の
遺
跡

を
見
た
り
し
て
い
る
と
、
イ
エ
ス
の
時
代
の
出
来
事

は
、
遠
い
昔
の
出
来
事
で
は
な
く
て
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。 

又
、
パ
ウ
ロ
が
ロ
ー
マ
へ
船
出
し
た
港
町
・
カ
エ
サ
リ

ア
で
近
年(

一
九
六
一
年) 

発
見
さ
れ
た
、
ポ
ン
テ
ィ

オ
・
ピ
ラ
ト
の
碑
文
や
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
村
で

最
近(

二
０
０
九
年)

発
掘
さ
れ
た
、
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方

最
古(

紀
元
一
世
紀)

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
遺
跡
を
見
て

い
る
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
存
在
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
タ
イ
ム
・ス
リ
ッ
プ
し
て
聖
書
の
世

界
を
辿
っ
て
い
る
よ
う
な
巡
礼
で
も
あ
っ
た
。 

十
一
月
十
七
日(

土) 

ベ
ト
レ
ヘ
ム
の
生
誕
教
会
で

は
二
時
間
待
っ
て
、
銀
の
星
が
は
め
込
ま
れ
た
あ
な

た(

キ
リ
ス
ト) 

の
誕
生
の
場
所
で
、
あ
な
た
と
会
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
翌
十
八
日(

日) 
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
に
あ
る
聖
墳
墓
教
会
で
も
二
時
間

待
っ
て
あ
な
た
の
墓
所
で
あ
な
た
と
会
え
る
こ
と
が 
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上：ナザレお告げの教会 

下：ガリラヤ湖 

カナの教会 
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☆教会行事（１２月３０日～１月２７日） 

・12 月 30 日  

・11 月 11 日  

 

・11 月 16 日  

 

・11 月 13 日  

 

・11 月 20 日  

・11 月 27 日 

 

 

 

 

 

聖家族 

神の母聖マリア 

 元旦ミサ（11：00 １回） 

主の公現 

 新旧信徒委員会（12：30） 

主の洗礼 

成人のお祝い（11：０0 ミサ） 

年間第 2 主日 

年間第 3 主日 

信徒総会（9：00 ミサ 1 回） 

 

◆高幡教会のミサ時間◆ 

 

 日曜日＝午前９時・１１時 

 

 平日＝火曜日１７：３０ 

    金曜日１０：００ 

 

 初土＝月の初めの土曜日１１：００ 

 

 メルセス＝火曜日、木曜日０７：００ 

 

 

◆ザビエル神父様ご指導の講座◆ 

 

 ★聖書を読む会★ 

  毎週金曜日ミサ後 

 

★カトリック入門講座★ 

  土曜日＝１７：３０～１８：３０ 

 

  ※他の曜日等の希望がある場合は 

     神父様と個別に相談して下さい 

 

＜編集後記＞ 

ザビエル神父様の身近に一年間いて、日本に来て

六年目、日本語への対応能力の卓越さに驚嘆してい

ます。目を閉じて主日のお説教を聴いていても、全

く違和感を覚えません。八月叙階十五周年を高幡で

迎え、十一月聖地巡礼を高幡の皆さんとされ、思い

出深い高幡となったのではないでしょうか。これか

らも、私たちのために宣教活動が続けられますよう

祈り続けたいと思います。 

１
．
エ
ル
サ
レ
ム
・
悲
し
み
の
道(V

ia
 D

o
lo

ro
s
a
) 

＝
十
字
架
の
道
行
き
（
マ
タ
イ2

7
.1

1
-
5
0

他
） 

２
．
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
修
道
院 

３
．
ナ
ザ
レ
の
受
胎
告
知
教
会 

（
ル
カ1

.2
6
-
3
8

他
） 

４
．
変
容
の
教
会
（
タ
ボ
ー
ル
山
） 

（
マ
タ
イ1

7
.1

-
1
3
 

他
） 

５
．
山
上
の
説
教
の
教
会
（
至
福
の
山
） 

（
マ
タ
イ5

.1
-
1
1
 

他
） 

６
．
ペ
ト
ロ
の
家
（
カ
フ
ァ
ル
ナ
ウ
ム
） 

（
マ
ル
コ1

.2
9
-
3
1
 

他
） 

７
．
マ
グ
ダ
ラ
（
マ
タ
イ9

.2
0
-
2
2
 

他
） 

８
．
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
遊
覧 

９
．
パ
ン
と
魚
の
奇
跡
の
教
会
（
タ
ブ
ハ
） 

（
マ
ル
コ6

.3
0
-
4
4
 

他
） 

１
０
．
ペ
テ
ロ
の
首
位
権
（
召
命
）
教
会
（
タ
ブ
ハ
） 

（
ヨ
ハ
ネ

2
1
.1

5
-
1
9
 

他
） 

１
１
．
ク
ム
ラ
ン
（
死
海
文
書
） 

１
２
．
死
海
遊
泳 

１
３
．
マ
サ
ダ
（AD

 7
0

年
、
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
後
、 

ダ
ヤ
人
最
後
の
抵
抗
の
要
塞
） 

１
４
．
羊
飼
い
の
野
の
教
会 

ル
カ2

.8
-
20 

１
５
．
聖
母
訪
問
教
会
及
び
洗
者
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会 

（エ
ン
カ
レ
ム
）（
ル
カ1

.3
9
-
56

 

他
） 

１
６
．
イ
ス
ラ
エ
ル
博
物
館 

１
７
．
鶏
鳴
教
会
（エ
ル
サ
レ
ム
） 

（マ
タ
イ2

6
.6

9
-7

5
 

他
） 

１
８
．
主
の
祈
り
の
教
会 (

エ
ル
サ
レ
ム) 

（ル
カ1

1
.1

-
4
 

他
） 

１
９
．
主
嘆
き
給
う
教
会
、
ゲ
ッ
セ
マ 

（オ
リ
ー
ブ
山
）（
ル
カ1

9
.4

1
-4

4
 

他
） 

２
０
．
エ
ル
サ
レ
ム
・神
殿
の
丘 

（マ
タ
イ2

1
.1

2
-1

7
 

他
） 

等
々 

 


